


























































成
果
の
最
大
化
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
職
員
の
「
働

き
が
い
」
を
高
め
る
た
め
に
は
、
職
員
自
身
が
自
ら
の
価

値
観
等
を
踏
ま
え
て
仕
事
上
で
「
や
り
た
い
こ
と
」
と
、

所
属
組
織
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
「
実
現
す
べ
き
こ
と
」

や
担
当
業
務
に
お
け
る
「
や
る
べ
き
こ
と
」
を
問
い
直
し
、

双
方
の
共
通
点
等
を
見
い
だ
し
つ
つ
、
職
務
を
遂
行
「
で

き
る
」
よ
う
に
な
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
三

つ（「
や
り
た
い
こ
と
」「
や
る
べ
き
こ
と
」「
で
き
る
こ
と
」）

の
重
な
り
の
範
囲
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

「
働
き
が
い
」
の
向
上
の
た
め
に
は
、
職
員
自
身
に
よ

る
「
働
き
が
い
」
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
や
自
分
の
あ
り
た

い
姿
を
言
語
化
す
る
取
り
組
み
に
加
え
、
幹
部
職
員
・
管

理
職
員
に
よ
る
職
員
へ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
の
実
施
、
職
務
付
与
や
権
限
委
譲
な
ど
、
職
員
が
自
己

成
長
や
組
織
・
社
会
へ
の
貢
献
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
職

場
の
実
現
に
向
け
た
組
織
的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

る
。ま

た
、
人
事
当
局
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
職
歴
等

を
元
に
職
員
が
自
ら
の
価
値
観
や
成
長
の
過
程
等
を
振
り

返
り
自
己
理
解
を
深
め
る
た
め
の
機
会
の
提
供
、
異
動
す

る
職
員
に
対
す
る
異
動
の
趣
旨
や
理
由
等
の
説
明
の
実
施

な
ど
を
通
じ
て
、
職
員
一
人
一
人
の
主
体
的
な
キ
ャ
リ
ア

形
成
に
向
け
た
意
識
醸
成
や
中
長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成

支
援
を
行
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

（
２
）
職
場
の
「
働
き
や
す
さ
」
の
確
保

職
員
が「
働
き
が
い
」を
実
感
し
て
い
た
と
し
て
も
、「
働

き
や
す
さ
」
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
職
場
は
、
職
員
の
能

力
発
揮
や
持
続
的
な
勤
務
を
阻
害
す
る
要
因
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
特
に
心
身
の
健
康
へ
悪
影
響
を

及
ぼ
し
得
る
１
カ
月
１
０
０
時
間
未
満
や
２
～
６
カ
月
の

平
均
が
８０
時
間
以
下
と
い
っ
た
超
過
勤
務
時
間
の
上
限
を

超
え
る
超
過
勤
務
の
最
小
化
や
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
徹
底
活
用

を
含
む
行
政
Ｄ
Ｘ
等
の
業
務
見
直
し
の
推
進
な
ど
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
職
員
が
仕
事
と
生
活
を
両
立

で
き
る
よ
う
、
テ
レ
ワ
ー
ク
・
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
等

の
活
用
（
こ
れ
ら
を
活
用
し
や
す
い
組
織
文
化
の
醸
成
を

含
む
）
に
よ
る
柔
軟
な
働
き
方
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

ま
た
、
共
働
き
世
帯
が
増
加
す
る
中
、
男
女
と
も
に
子

育
て
を
す
る
「
共
育
て
」
社
会
の
実
現
に
当
た
っ
て
は
、

例
え
ば
、
職
員
の
意
向
や
状
況
の
き
め
細
や
か
な
把
握
等

を
通
じ
て
、
男
女
と
も
に
両
立
支
援
制
度
を
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。さ

ら
に
、
職
員
の
生
活
環
境
に
大
き
な
変
化
を
生
じ
さ

せ
る
「
転
勤
」
へ
の
十
分
な
配
慮
や
、
オ
フ
ィ
ス
改
革
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
職

員
の
尊
厳
や
人
格
を
傷
つ
け
る
許
さ
れ
な
い
行
為
で
あ

り
、職
員
の
能
力
発
揮
を
損
な
う
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

各
府
省
等
に
お
い
て
必
要
な
措
置
を
着
実
に
講
ず
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

（
３
）
多
様
な
職
員
の
活
躍
推
進

女
性
職
員
の
活
躍
は
、
多
様
性
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の

実
現
に
不
可
欠
で
あ
る
と
同
時
に
、
政
策
や
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
、
ひ
い
て
は
わ
が
国
の
持
続
的
な
発
展
の

確
保
に
も
資
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
第
６

次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
（
令
和
８
年
３
月
１３
日
閣
議

決
定
）
に
定
め
る
政
府
全
体
の
目
標
等
を
踏
ま
え
、
女
性

職
員
の
採
用
・
登
用
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
国
家
公
務
員
の
魅
力
を
発
信

す
る
積
極
的
な
広
報
活
動
を
戦
略
的
に
実
施
し
て
い
く
と

と
も
に
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
事
例
や
経
験
談
の
共
有
な
ど
の

ほ
か
、
育
児
休
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
向
け
、
キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
の
一
定
の
専
門
的
知
見
を
有
す
る

職
員
等
に
よ
る
相
談
体
制
の
構
築
な
ど
の
取
り
組
み
を
通

じ
た
女
性
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
・
計
画
的
育
成
や
、

性
別
に
よ
る
ポ
ス
ト
の
固
定
化
の
解
消
等
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
今
後
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
途
採
用
職
員
及
び

シ
ニ
ア
職
員
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知
見
や
経
験
等

を
最
大
限
い
か
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
な
職
場
づ
く
り
が

必
要
で
あ
る
。
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
中
途
採
用

「国家公務員の女性活躍とワークライフバランス推進のための取組指針」の概要
（平成 年 月 日女性職員活躍・ワークライフバランス推進協議会決定。最終改正令和８年３月 日）

公務の持続性の確保
政策や行政サービスの質の向上

２． 職場の「働きやすさ」の確保

• 月 時間超等の超過勤務の最小化等の超過勤務縮減、
生産性向上に向けた生成 の徹底活用を含む行政 等の
業務見直しの推進

• テレワーク・フレックスタイム制等の活用や「共育て」の推進等の
働く時間と場所の柔軟な選択の確保 ・ オフィス改革の推進

• ハラスメント防止等の推進（幹部職員・管理職員への厳正な対応等）

１． 職員の「働きがい」の向上

• 職員自身の内省による「働きがい」の言語化、上司等との
対話等を通じた業務の意義の理解、能力・スキルの向上

• 幹部職員による仕事の意義等の発信・伝達
• 管理職員による強み・成果の部下職員への肯定的なフィードバック、
権限委譲、風通しのよい職場づくり、職場の連帯感の醸成

• 人事当局による職員の主体的なキャリア形成支援

各府省等の事務次官等が強力なリーダーシップを発揮して継続的な改革を実施

◆ 本指針は、令和８年度以降の５年間の取組指針であり、各府省等は本指針に基づき、取組計画を策定・実施
◆ 職員の「働きがい」の向上及び職場の「働きやすさ」の確保に向けて働き方改革を推進
◆ 多様性が尊重される社会の実現に向けて女性活躍等を推進

内閣人事局は、府省横断的な職員アンケートの実施、好事例の共有、必要な制度改正等により、各府省等を支援

「職員一人一人が人として大切にされ、

公務に誇りを持ってモチベーション高く働ける職場」へ転換
人材獲得競争の激化

行政課題の複雑高度化・多様化

更なるワークライフバランス推進のための働き方改革 女性職員を始めとする多様な職員の活躍推進

１． 女性の活躍推進

• 技術系区分も含めた女性の採用拡大
（積極的な広報活動等の実施）

• 計画的な育成を通じた女性の登用拡大
（出産・育児期も含めた必要な職務経験の付与、性別に
よるポストの固定化解消等）

• 女性の健康課題に係る職員の理解促進等

２． 中途採用職員やシニア職員の活躍推進

• 中途採用職員が公務組織で即戦力としてスムーズに
活躍できるような定着支援

• シニア職員の様々な事情に応じた職務付与、キャリア
形成支援等

【図表２】�国家公務員の女性活躍とワークライフバランス推進のための取組指針（令和８年３
月19日一部改正）の概要
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・�

庶
務
業
務
に
関
す
る
問
合
せ
（
Ｆ
Ａ
Ｑ
）
を
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
に
一
元
的
に
掲
載
す
る
こ
と
で
、
問
合
せ
や
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
に
係
る
手
間
を
削
減
（
総
務
省
）

な
ど
⒀
、
い
ず
れ
も
職
員
の
熱
意
や
創
意
工
夫
が
表
れ
た

実
践
的
な
取
り
組
み
が
選
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
参
考

に
し
つ
つ
、
現
場
の
実
情
に
応
じ
た
業
務
改
善
が
一
層
進

め
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

優
秀
な
人
材
を
確
保
し
、
働
き
続
け
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
な
け
れ
ば
、公
務
の
持
続
性
の
確
保
が
困
難
と
な
り
、

◆◆◆

職
員
に
つ
い
て
は
、
業
務
内
容
等
に
係
る
研
修
の
充
実
や

メ
ン
タ
ー
の
配
置
等
、
シ
ニ
ア
職
員
に
つ
い
て
は
、
個
々

の
職
員
の
様
々
な
事
情
に
配
慮
し
つ
つ
、
既
存
の
運
用
に

と
ら
わ
れ
な
い
職
務
付
与
等
を
通
じ
て
、
活
躍
支
援
を
行

う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

内
閣
人
事
局
の
取
り
組
み
の
紹
介
―
―

ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
変
革
取
組
ア
ワ
ー
ド

内
閣
人
事
局
で
は
、
各
府
省
等
の
取
組
計
画
に
基
づ
く

取
組
状
況
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
や
、
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
を
通
じ
て
、
働
き
方
改
革
の
実
態
把
握
や
優
良
事
例

の
横
展
開
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
は

特
に
「
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
変
革
取
組
ア
ワ
ー
ド
」
に
つ
い

て
紹
介
す
る
。

「
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
変
革
取
組
ア
ワ
ー
ド
」
は
、
公
務

に
お
け
る
職
員
・
職
場
の
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
（
働
き
方
）

を
よ
り
良
く
し
、
仕
事
の
質
を
高
め
、
職
員
が
生
き
生
き

と
働
く
こ
と
に
つ
な
が
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
各
府
省
等

か
ら
募
集
し
、
職
員
投
票
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、
人

事
院
と
共
催
で
実
施
し
て
い
る
。

直
近
の
令
和
８
年
で
は
、
①
業
務
ス
リ
ム
化
・
向
上
部

門
②
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
活
用
部
門
③
魅
力
的
な
職
場
づ
く

り
部
門
④
人
材
開
発
部
門
の
４
部
門
で
取
り
組
み
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
各
府
省
等
か
ら
過
去
最
多
の
２
５
１
件
の

応
募
が
あ
り
、
９
６
０
０
人
を
超
え
る
職
員
か
ら
投
票
が

行
わ
れ
た
。
職
員
投
票
を
経
て
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
８

件
の
取
り
組
み
は
、【
図
表
３
】
の
と
お
り
で
あ
り
、

・�

出
張
・
会
議
運
営
等
に
関
す
る
庶
務
業
務
を
庁
舎
内
に

常
駐
す
る
事
業
者
に
委
託
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
、
政
策
立
案
等
の
真
に
必
要
な
業
務
に
リ
ソ
ー
ス
を

集
中
で
き
る
環
境
を
整
備
（
金
融
庁
）

◆◆◆

政
策
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
下
に
つ
な
が
り
か
ね
な

い
。
引
き
続
き
、
取
組
指
針
等
を
踏
ま
え
、「
働
き
が
い
」

を
持
っ
て
働
け
る
「
働
き
や
す
い
」
職
場
環
境
の
整
備
を

推
進
し
て
い
く
。
本
稿
が
地
方
公
共
団
体
の
参
考
に
な
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

【注釈】

⑴　��令和７年度年次報告書（令和８年６月人事院）73 頁（図１－１）
を参照して算出。�
https://www.jinji.go.jp/content/000010709.pdf

⑵　�2026 年度国家公務員採用総合職試験（春）の申込状況等について
（令和８年３月人事院）�
https://www.jinji.go.jp/kouho_houdo/
kisya/2603/2026sougoumousikomi.html

⑶　�2026 年度国家公務員採用一般職試験（大卒程度試験）及び専門職
試験（大卒程度試験）の申込状況について（令和８年５月人事院）�
https://www.jinji.go.jp/kouho_houdo/kisya/2605/ippan_
daisotu_senmon2026_moushikomi_00003.html

⑷　�令和７年度年次報告書（令和８年６月人事院）79 頁（図１－２）
参照。

⑸　��女性国家公務員の採用状況のフォローアップ（令和８年６月内閣
人事局）�
https://www.cas.go.jp/jp/gaiyou/jimu/jinjikyoku/
pdf/20260605_siryou.pdf

⑹　��国の機関等における一般職の国家公務員の中途採用比率の公表に
ついて（令和７年 11 月内閣人事局）�
https://www.cas.go.jp/jp/gaiyou/jimu/jinjikyoku/
pdf/20251114_chutosaiyo_hiritsu.pdf

⑺　�総合職採用試験職員の退職状況について（令和７年 12 月人事院）
表１参照。�

https://www.jinji.go.jp/content/000013518.pdf
⑻　��令和６年度国家公務員の働き方改革職員アンケート結果（令和７
年６月内閣人事局）�
https://www.cas.go.jp/jp/gaiyou/jimu/jinjikyoku/
pdf/20250624_siryou.pdf

⑼�　�令和７年度国家公務員の働き方改革職員アンケート結果（令和８
年６月内閣人事局）�
https://www.cas.go.jp/jp/gaiyou/jimu/jinjikyoku/
pdf/20260616_siryou1.pdf

⑽　��国家公務員の超過勤務の実態（令和６年）（令和７年８月人事院）�
https://www.jinji.go.jp/content/000006221.pdf

⑾　�国家公務員の超過勤務については、人事院規則により、超過勤務
を命ずることができる上限が設定されているものの、大規模災害
への対処等の重要な業務であって特に緊急に処理することを要す
る業務に従事する職員に対しては、上限を超えて超過勤務を命ず
ることができる。

⑿　�上限を超えて超過勤務を命ぜられた職員の状況に関する調査（令
和６年度）（令和８年１月人事院）�
https://www.jinji.go.jp/content/000017466.pdf

⒀　�ワークスタイル変革取組アワード 2026 について（内閣人事局ホ
ームページ）�
https://www.cas.go.jp/jp/gaiyou/jimu/jinjikyoku/jinji_w7.
html

本省の部 地方の部

業務スリム化・
向上部門

政策立案に集中するための庶務業務の外部委託
（金融庁）

一元的な 構築による職員負担の軽減
（総務省）

デジタルツール
活用部門

爆速ハイクオリティ 生成 （国土交通省）
生成 「 」活用の取組について
（国土交通省）

魅力的な
職場づくり部門

職員のウェルビーイングを高める先進的なオフィ
ス改革 ～行くのが億劫な職場から、働きたくな
るオフィスへ～ （文部科学省）

オフィス の導入 ～リラックスできる職場環
境を目指して～ （国土交通省）

人材開発部門
「キャリア月間」での三位一体のキャリア形成支援
（経済産業省）

未来志向のジョブローテーション （財務省）

授賞式の模様

最優秀賞 受賞取組

ワークスタイル変革取組アワード２０２６ 最優秀賞受賞取組一覧
（内閣人事局・人事院共催）

（集合写真） （松本国家公務員制度担当大臣及び川本人事院総裁による講評の様子）

⚫令和８年５月 日に、松本国家公務員
制度担当大臣及び川本人事院総裁出席
の下、授賞式を開催

⚫受賞者から取組に関するプレゼンテー
ションを実施し、大臣及び総裁から講評

【図表３】「ワークスタイル変革取組アワード2026」最優秀賞受賞取組一覧
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「
震
災
前
過
疎
」
で
若
者
流
出

徳
島
県
の
南
東
部
に
位
置
す
る
美
波
町

は
、
人
口
５
６
５
３
人
（
令
和
７
年
４
月

１
日
現
在
）
の
小
さ
な
町
で
す
。
現
在
、

美
波
町
は
急
激
な
人
口
減
少
と
高
齢
化
に

直
面
し
て
お
り
、
平
成
１８
年
の
合
併
時
と

比
べ
る
と
人
口
は
３６
・
１
％
減
少
、
高
齢

化
率
は
４９
・
６
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
被

害
想
定
で
は
、
震
度
７
の
激
震
と
最
大

１１
・
９
ｍ
の
大
津
波
（
由
岐
漁
港
口
）
に

襲
わ
れ
、
死
者
は
１
０
０
０
人
に
達
す
る

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
危
機
感
か

ら
、
若
者
世
代
等
が
就
職
、
結
婚
、
子
ど

も
の
就
学
等
を
機
に
内
陸
部
へ
移
転
す
る

「
震
災
前
過
疎
」
が
起
き
て
お
り
、
人
口

減
少
と
高
齢
化
に
一
層
拍
車
を
掛
け
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
の
シ
ー
ズ
」

こ
の
よ
う
な
逆
境
に
対
し
、
美
波
町
西

の
地
防
災
き
ず
な
会
（
以
下
、「
本
会
」

と
い
う
）
は
全
国
に
先
駆
け
て
事
前
復
興

ま
ち
づ
く
り
に
着
手
し
、
市
町
の
圏
域
を

越
え
て
山
側
地
区
の
自
主
防
災
組
織
と
の

連
携
協
定
も
締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

活
動
を
通
じ
、
住
民
の
不
安
を
払
拭
し
、

地
域
に
住
み
続
け
ら
れ
る
方
策
を
検
討
・

提
唱
し
て
き
ま
し
た
が
、
な
お
も
地
域
の

衰
退
を
止
め
ら
れ
な
い
の
が
現
状
で
す
。

そ
の
た
め
、
既
存
の
防
災
活
動
に
加
え
、

地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
新
た
な
方
策
や
、

地
域
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む
「
交
流
人
口

の
拡
大
」
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
本
会
は
、
防
災
を
「
ま
ち
づ
く

り
の
シ
ー
ズ
（
種
）」
と
し
て
捉
え
、
防

災
訓
練
や
防
災
対
策
を
通
じ
て
交
流
人
口

の
拡
大
を
図
る
防
災
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
再

発
見
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
炊
き
出
し
メ

ニ
ュ
ー
の
商
品
化
に
向
け
た
試
作
を
展
開

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ

て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
１１
が
掲
げ
る
「
住
み
続

け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
」
の
実
現
へ
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

独
自
の
避
難
訓
練

本
会
で
は
、
毎
年
４
月
に
「
避
難
ま
つ

り
」
と
い
う
地
域
独
自
の
訓
練
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の

「
半
割
れ
」
を
想
定
し
、
夜
間
の
津
波
避

難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
ス
フ
ィ

ア
基
準
に
基
づ
く
避
難
所
の
開
設
や
、
電

気
自
動
車
・
厚
手
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
袋
を
活

用
し
た
炊
き
出
し
訓
練
を
実
施
し
た
ほ

か
、
徳
島
県
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
協
会
と
も
連

携
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
住
民
に
対

し
て
臨
時
情
報
へ
の
対
応
方
法
を
周
知
す

る
と
と
も
に
、
防
災
力
の
向
上
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
美
波
町
が
毎
年
１１
月
に
実
施
し

て
い
る
津
波
避
難
訓
練
で
は
、
地
域
独
自

の
取
り
組
み
と
し
て
、
災
害
時
要
配
慮
者

に
あ
ら
か
じ
め
車
い
す
を
貸
し
出
し
、
車

い
す
避
難
の
有
効
性
を
検
証
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
そ
の
有
効
性
が
確
認
さ
れ
た

一
方
で
、
要
配
慮
者
を
支
援
す
る
担
い
手

の
確
保
が
難
し
い
と
い
う
課
題
が
浮
き
彫

り
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
１２
月
に
は
、
地
元
の
児
童
を
対
象

に
１
泊
２
日
の
防
災
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し

ま
し
た
。
訓
練
を
通
じ
て
児
童
た
ち
が
防

災
ス
キ
ル
を
習
得
し
、
協
力
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

防
災
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
マ
ッ
プ
制
作

防
災
を
単
な
る
備
え
に
と
ど
め
ず
、「
ま

ち
づ
く
り
の
シ
ー
ズ
」
と
し
て
捉
え
、
新

た
な
試
み
と
し
て
防
災
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
展

開
し
ま
し
た
。
県
内
外
か
ら
様
々
な
団
体

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
本
会
が
企
画
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
参
加
者
の
防
災
意
識
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
関
係
人
口
の
創
出
に
も
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の

成
果
を
基
に
、
地
域
の
災
害
碑
や
防
災
資

源
、
防
災
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
等
を
一
体

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

―「
防
災
×
地
方
創
生
」
事
業
を
推
進
―

浜
　
大
吾
郎

美
波
町
西
の
地
防
災
き
ず
な
会
　
事
務
局

地
方
創
生
に
向
け
て
〝
が
ん
ば
る
地
域
〟
応
援
事
業

（
徳
島
県
美
波
町
）
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的
に
ま
と
め
た
防
災
ツ
ー
リ
ズ
ム
マ
ッ
プ

を
制
作
し
、
今
後
の
持
続
的
な
活
動
に
向

け
た
基
盤
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
域
と
の
絆
づ
く
り
も

来
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
か
ら
住
民
の
命

と
暮
ら
し
を
守
り
、
住
み
続
け
ら
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
能
登
半
島
地

震
の
教
訓
に
学
び
備
え
る
事
前
復
興
講
演

会
を
開
催
し
ま
し

た
。夏

休
み
に
は
次

世
代
育
成
の
取
り

組
み
と
し
て
、
地

域
子
ど
も
会
や
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と

連
携
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
展
開
し
ま
し

た
。
子
育
て
世
帯

を
対
象
と
し
た
「
防
災
＆
サ
イ
エ
ン
ス
教

室
」
で
は
、
親
子
で
地
域
の
魅
力
を
再
発

見
し
な
が
ら
災
害
へ
の
備
え
を
学
び
ま
し

た
。「
自
然
体
験
教
室
」
で
は
、
ふ
る
さ

と
の
自
然
や
里
海
・
里
川
の
魅
力
に
触

れ
、
地
域
愛
を
醸
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、

徳
島
市
内
の
こ
ど
も
食
堂
と
の
交
流
イ
ベ

ン
ト
も
企
画
し
、
防
災
学
習
や
美
波
町
の

水
産
業
に
関
す
る
学
び
を
通
じ
て
、
関
係

人
口
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
図
り
ま
し
た
。

食
や
地
域
福
祉
に
関
す
る
実
践
的
な
試

み
も
進
め
ま
し
た
。「
炊
き
出
し
訓
練
メ

ニ
ュ
ー
の
商
品
化
（
試
行
）」
で
は
、
本

会
の
女
性
部
が
運
営
す
る
防
災
カ
フ
ェ
や

地
域
の
こ
ど
も
食
堂
と
連
携
し
、
訓
練
等

で
提
供
し
て
い
る
メ
ニ
ュ
ー
を
真
空
パ
ッ

ク
・
冷
凍
保
存
の
保
存
食
と
し
て
試
作

し
、
商
品
化
を
検
討
し
ま
し
た
。

年
末
の
「
防
災
サ
ン
タ
き
ず
な
訪
問
」

で
は
、
地
域
で
暮
ら
す
独
居
高
齢
者
宅
を

訪
問
し
、
防
災
カ
フ
ェ
特
製
ケ
ー
キ
と
非

常
食
用
の
お
に
ぎ
り
を
届
け
ま
し
た
。
災

害
時
要
配
慮
者
の
状
況
把
握
と
高
齢
者
自

身
の
備
え
を
促
す
と
と
も
に
、
地
域
の
温

か
い
絆
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

持
続
的
な
活
性
化
へ

今
回
の
事
業
を
通
じ
て
、
町
内
外
の
様�

々
な
団
体
と
連
携
し
、
防
災
活
動
に
と
ど

ま
ら
ず
、
地
域
の
持
続
的
な
活
性
化
に
向

け
た
多
様
な
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
本
事
業
で
得
ら
れ
た
知
見
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活い

か
し
、
私
た
ち
は
す
で
に

次
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
ま
す
。
今
年

４
月
に
開
催
し
た
「
避
難
ま
つ
り
」
で
は
、

誰
も
が
安
心
・
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
避
難
所
づ
く
り
を
目
指
し
、
実
践
的

な
避
難
所
運
営
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

一
方
で
、
今
回
の
活
動
だ
け
で
「
住
み

続
け
ら
れ
る
ま
ち
」
が
完
成
し
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
事
業
で
見
え
て

き
た
新
た
な
課
題
に
も
真し

ん
し摯
に
向
き
合

い
、
今
後
も
地
域
住
民
や
行
政
、
専
門
機

関
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
防

災
・
減
災
対
策
と
地
域
活
性
化
に
全
力
を

尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

避難まつり
（スフィア基準に基づく避難所開設訓練）

防災サンタきずな訪問

防災ツーリズムマップ
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南
ア
ル
プ
ス
の
麓
に
あ
る
町

川
根
本
町
は
、静
岡
県
中
部
に
位
置
し
、

町
有
面
積
の
約
９
割
を
山
林
が
占
め
、
町

全
体
が
南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
雄
大
な
自
然
に

囲
ま
れ
て
い
る
小
さ
な
町
で
す
。

町
で
は
茶
業
が
盛
ん
で
、
銘
茶
「
川
根

茶
」
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
令

和
７
年
に
開
催
さ
れ
た
第
７９
回
全
国
茶
品

評
会
で
は
、
普
通
煎
茶
４
キ
ロ
の
部
に
お

い
て
通
算
１７
回
目
の
産
地
賞
と
農
林
水
産

大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
井

川
鐵
道
の
Ｓ
Ｌ
や
日
本
唯
一
の
ア
プ
ト
式

鉄
道
、
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
湖
面
に

架
か
る
「
夢
の
つ
り
橋
」
な
ど
、
多
く
の

観
光
資
源
を
有
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
恵
ま
れ
た
観
光
資
源

の
裏
側
で
、
町
は
深
刻
な
人
口
減
少
と

少
子
高
齢
化
と
い
う
課
題
に
直
面
し
て
い

ま
す
。
直
近
５
年
間
で
人
口
は
１４
・
３
％

減
少
し
、
７
年
国
勢
調
査
時
点
の
人
口
は

５
３
１
８
人
。
若
年
層
の
転
出
理
由
の
一

つ
に
は
「
町
内
に
お
け
る
娯
楽
要
素
の
不

足
」
が
挙
げ
ら
れ
、
移
住
・
定
住
の
促
進

は
町
の
存
続
に
関
わ
る
喫
緊
の
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
状
況
を
打
破
す
る
た
め
、
町
は
７

年
度
、
日
本
最
大
級
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
マ

ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
を
運
営
す
る
株
式
会

社
ク
リ
ー
マ
と
連
携
し
、「
川
根
本
町
×

Ｃ
ｒ
ｅ
ｅ
ｍ
ａ　

移
住
・
定
住
・
交
流
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
始
動
さ
せ
ま
し
た
。

ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
い
う
特
定
の
層
に
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
り
、
移
住
へ
の
心
理
的
・
物

理
的
ハ
ー
ド
ル
を
解
消
す
る
の
が
狙
い
で

す
。

移
住
の
壁
、
職
で
越
え
る

地
方
移
住
を
検
討
す
る
際
、
懸
念
事
項

の
一
つ
と
な
る
の
が
「
職
（
仕
事
）」
の

確
保
で
す
。
ど
れ
ほ
ど
環
境
が
魅
力
的
で

あ
っ
て
も
、
生
活
の
糧
を
得
る
手
段
が
な

け
れ
ば
定
住
に
は
至
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
す
で
に
自
ら
の
技
術
で
作
品

を
制
作
し
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
等
を
通
じ
て
販

売
基
盤
を
持
つ
「
ク
リ
エ
イ
タ
ー
（
ク
ラ

フ
ト
作
家
な
ど
）」
に
着
目
し
ま
し
た
。

彼
ら
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
と
作
業
ス

ペ
ー
ス
、
発
送
手
段
さ
え
あ
れ
ば
、
場
所

を
選
ば
ず
に
活
動
で
き
る
「
移
住
適
性
の

高
い
層
」
で
す
。

「
非
日
常
」
を
提
供

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
７
年
１０
月
に

「
第
１
回　

山
と
の
暮
ら
し
、
み
ど
り
の

ク
ラ
フ
ト
マ
ル
シ
ェ
」
と
と
も
に
、
希
望

し
た
ク
リ
エ
イ
タ
ー
向
け
に
「
か
わ
ね
ぐ

ら
し
体
験
」
と
称
し
た
移
住
体
験
ツ
ア
ー

を
実
施
し
ま
し
た
。

マ
ル
シ
ェ
で
は
、
旧
本
川
根
中
学
校
の

遊
休
校
舎
を
活
用
し
、
Ｃ
ｒ
ｅ
ｅ
ｍ
ａ
で

出
品
し
て
い
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
１６
組
と
地

元
事
業
者
や
高
校
生
８
組
が
出
店
。
当
日

は
あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、
町

内
外
か
ら
２
３
２
名
が
来
場
し
ま
し
た
。

教
室
を
出
店
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ブ
ー

ス
と
し
て
活
用
し
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
木

工
品
、
手
作
り
ジ
ャ
ム
な
ど
、
ク
リ
エ
イ

タ
ー
の
こ
だ
わ
り
が
詰
ま
っ
た
作
品
が
並

び
、
町
民
が
作
家
か
ら
直
接
作
品
の
説
明

を
聞
き
な
が
ら
買
い
物
を
楽
し
む
光
景
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
娯
楽
の
少
な

い
地
域
に
お
い
て
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
感

性
に
触
れ
る
「
日
常
の
中
の
非
日
常
」
を

提
供
し
た
画
期
的
な
試
み
と
な
り
ま
し

た
。マ

ル
シ
ェ
の
前
日
と
翌
日
に
は
、
出
店

ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
対
象
と
し
た
１
泊
２
日

の
移
住
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件
を

見
学
し
た
ほ
か
、
集
落
散
策
な
ど
、
観
光

だ
け
で
は
見
え
な
い
「
生
活
の
現
場
」
を

体
験
。
宿
泊
先
で
は
農
家
民
宿
の
女
将
や

地
元
生
産
者
と
の
交
流
会
を
通
じ
て
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
温
か
さ
や
特
産
の

川
根
茶
、
ゆ
ず
、
木
材
と
い
っ
た
素
材
が

移
住
働
き
掛
け
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
照
準

―
外
部
視
点
で
町
の
魅
力
再
発
見
―

中
村
　
隼
人

川
根
本
町
経
営
戦
略
課

移
住
・
定
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業

（
静
岡
県
川
根
本
町
）
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持
つ
「
も
の
づ
く
り
」
の
可
能
性
を
肌
で

感
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

認
知
拡
大
が
課
題

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
参
加
し
た
ク
リ

エ
イ
タ
ー
６
名
の
う
ち
３
名
が
、
川
根
本

町
へ
の
移
住
に
対
す
る
関
心
が
「
高
く
な

っ
た
」
と
回
答
。「
お
茶
が
お
い
し
く
、

生
産
者
の
話
を
直
接
聞
け
た
こ
と
が
大
き

な
収
穫
」「
町
の
産
物
を
活い

か
し
た
も
の

づ
く
り
の
可
能
性
を
感
じ
た
」
と
の
声
が

寄
せ
ら
れ
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
視
点
か
ら

見
た
町
の
資
源
再
発
見
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
出
店
者
の
大
半
が
町
を
初
め
て
訪
れ

た
人
た
ち
で
、
Ｃ
ｒ
ｅ
ｅ
ｍ
ａ
の
強
力
な

発
信
力
を
通
じ
て
、
全
国
の
潜
在
的
な
移

住
希
望
者
層
へ
町
の
魅
力
を
ダ
イ
レ
ク
ト

に
届
け
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で

す
。一

方
で
課
題
も
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
参
加
者
か
ら
は
「
魅
力
は
伝
わ
っ

た
が
、
い
き
な
り
の
移
住
は
ま
だ
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
」
と
い
う
意
見
も
。
地
方
に
お

け
る
「
住
ま
い
探
し
」
や
「
賃
貸
物
件
の

不
足
」
は
、
心
理
的
な
ハ
ー
ド
ル
以
上
に

物
理
的
な
障
壁
と
な
り
ま
す
。

関
係
人
口
の
拡
大
・
深
化
へ

今
回
の
事
業
を
経
て
、
川
根
本
町
は
次

年
度
以
降
の
戦
略
を
「
直
接
的
な
移
住
促

進
」
か
ら
、ま
ず
は
「
関
係
人
口
の
拡
大
」

へ
と
シ
フ
ト
さ
せ
る
方
針
を
固
め
ま
し

た
。い

き
な
り
の
移
住
を
促
す
の
で
は
な

く
、
ま
ず
は
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
「
川
根
本

町
の
フ
ァ
ン
」
に
な
っ
て
も
ら
い
、
二
拠

点
生
活
や
定
期
的
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開

催
、
地
元
素
材
を
活
用
し
た
新
商
品
の
開

発
な
ど
、
多
角
的
な
関
わ
り
を
深
化
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
今
回
構
築
し

た
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

維
持
し
、
彼
ら
の
創
造
力
と
町
の
資
源
を

掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
既
存
商
品
の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

マ
ル
シ
ェ
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
も
、
町

民
の
娯
楽
・
交
流
の
場
と
し
て
定
着
さ
せ

る
た
め
、
出
店
者
数
の
増
加
や
周
知
期
間

の
確
保
な
ど
、
運
営
面
の
改
善
を
図
り
な

が
ら
継
続
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

「
自
然
と
人
び
と
が
幸
せ
に
暮
ら
す
」

地
域
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
外
部
の
新
し

い
視
点
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
地
域
住
民
が

自
ら
の
町
の
価
値
を
再
認
識
す
る
プ
ロ
セ

ス
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

川
根
本
町
と
Ｃ
ｒ
ｅ
ｅ
ｍ
ａ
の
連
携
は

単
な
る
イ
ベ
ン
ト
事
業
で
は
な
く
、
関
わ

っ
た
人
た
ち
を
川
根
本
町
の
フ
ァ
ン
と
し

て
関
係
人
口
を
創
出
し
、
町
の
魅
力
を
再

発
見
す
る
こ
と
で
町
民
の
「
シ
ビ
ッ
ク
プ

ラ
イ
ド
」を
醸
成
さ
せ
る
取
り
組
み
で
す
。

今
後
も
関
係
人
口
の
創
出
、
移
住
定
住
の

推
進
を
進
め
る
と
と
も
に
地
域
資
源
を
活

か
し
た
新
た
な
産
業
の
開
発
に
つ
な
げ
な

が
ら
、
自
発
的
な
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

かわねぐらし体験ツアー・おすすめポイントの紹介

かわねぐらし体験ツアー・宿泊先オーナーと記念撮影

みどりのクラフトマルシェ・ワークショップ

みどりのクラフトマルシェ・作品説明の様子
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１０月２９日（木） 

 全 体 会【福井市（フェニックス・プラザ）】 １３:００～１７:００

１ 開会式

２ 過疎地域持続的発展優良事例表彰式

３ 基調講演

４ パネルディスカッション
コーディネーター 高 野 翔  氏（福井県立大学 地域政策学部 准教授）

パネリスト 髙 橋 要  氏（合同会社ノカテ 代表）

𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷  田 真 子  氏（𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷田酒造株式会社 杜氏）

澤 﨑 美加子 氏（農事組合法人 農村資源開発共同体 理事・総括マネージャー）

林   俊 伍  氏（株式会社こみんぐる 取締役）

 交 流 会【福井市 （ホテルフジタ福井）】 １８:００～１９:３０

１ ２
３ ４

開催概要

たなか てるみ

田 中 輝 美 氏 島根県立大学 地域政策学部 准教授講師

全国過疎問題シンポジウム202６inふくい

令和８年10月２９日（木）～3０日（金）

地域で見つける幸せな暮らし ～人が活躍・地域に活気・暮らしに活力～

分科会 現地視察先（※）

第１分科会 大野市
ー 道の駅「九頭竜」ー

第２分科会 若狭町
ーレインボーライン山頂公園ー

第３分科会 池田町
ーあそびハウス こどもと森ー

第４分科会 南越前町
ー 今庄宿 ー

主 催

総務省、全国過疎問題シンポジウム実行委員会（福井県、一般社団法人全国過疎地域連盟、全国過疎地域連盟福井県支部）

連絡先

全国過疎問題シンポジウム実行委員会事務局（福井県総務部市町協働課内）
〒910-8580 福井県福井市大手3丁目17-1 TEL 0776-20-0262  

１０月３０日（金） 

   分 科 会 8:00～17:15 (予定） ※福井駅まで送迎

４会場から１会場を選んで現地視察 （大野市・若狭町の会場では優良事例発表も実施)

※各分科会の現地視察先は、上記のほか複数箇所視察予定

島根県浜田市出身・在住。大阪大学文学部卒業後、山陰中央新報社に入社、報道記者とし
て、政治、医療、教育、地域づくりなど幅広い分野を担当。

2013年新聞協会賞受賞。2014年、同社を退社、「ローカルジャーナリスト」という新しい
肩書をつくって独立。2018年総務省ふるさとづくり大賞奨励賞。大阪大学大学院人間科学研
究科で関係人口を研究して博士を取得。2021年に島根県立大学地域政策学部着任。

新しいかたちの年刊誌『みんなでつくる中国山地』を仲間と創刊し毎年発行。2023年、地
元の浜田市美又地区にある築87年の旧農協を改修し、宿泊とイベントが可能な「美又共存同
栄ハウス」を運営。
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【問い合わせ】　地域創生・情報広報グループ　TEL：03-5202-6137　MAIL：event_space@jcrd.jp

日本橋イベントスペースとは
一般財団法人地域活性化センターでは、各地域の

産品や観光ＰＲ等を目的としたイベントを実施する
ためのイベントスペースを地方公共団体等の皆様へ
提供しています。

●�東京駅八重洲北口より
徒歩４分
●�地下鉄銀座線日本橋駅
Ｂ３出口より徒歩２分

会場
東京都中央区日本橋 2-3-4
日本橋プラザビル１階　南広場

出展のポイント
・過去３年の平均売上 15 万円／１日間。１日で 28 万円を売り上げた団体様も！
・お持ち帰りしやすいもの（野菜やフルーツ、個包装のお菓子など）がおすすめです。

地元の特産品や観光情報を都心でＰＲしてみませんか？

― 令和 8 年度　日本橋イベントスペース貸出案内 ―

設営方法 出展料
（１日あたりの単価）

追加テント貸出料
（テント１張／１日あたりの単価）

設営業者と共同施行 120,000円 10,000円
出展団体による自主施行   20,000円 10,000円

令和８年度利用料金（消費税込み）
今年から料金プランがリニューアル！
ご予算や準備のご都合に合わせて、最適なプランをお選びいただけます。

※出展料には会場使用料及びテント２張が含まれます。
※テントは販売用５張、試飲・試食用１張の最大６張まで設置可能（持込み不可）
〈無料貸出備品〉 テーブル（長机）・パイプ椅子・のぼり用ポール・ポスターパネル・電気ドラム等

随時募集中です。お申込みの詳
細は、当センターホームページに
てご確認ください。

令和８年度のお申込み期間

地域活性化センター　イベントスペース 検索
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伊
勢
崎
市
は
群
馬
県
の
南
東
部
、関
東
平
野
の
北
西
部
に
あ
り
、

県
主
要
都
市
の
中
央
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
北
部
に
は
一
部
丘
陵

地
が
あ
り
ま
す
が
、
大
部
分
が
平
地
で
、
地
盤
が
強
固
で
あ
り
、

台
風
や
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
が
比
較
的
少
な
い
安
心
・
安
全
な

都
市
で
す
。

Ｊ
Ｒ
両
毛
線
と
東
武
伊
勢
崎
線
が
結
節
す
る
鉄
道
交
通
の
要
衝

で
あ
り
、
市
域
を
横
断
す
る
北
関
東
自
動
車
道
を
介
し
て
関
越
自

動
車
道
や
東
北
自
動
車
道
と
接
続
し
て
い
る
ほ
か
、
市
内
を
縦
横

に
主
要
幹
線
道
路
が
通
っ
て
お
り
、
東
京
を
は
じ
め
と
す
る
県
内

外
各
地
へ
ア
ク
セ
ス
性
が
高
く
、
自
動
車
交
通
の
利
便
性
に
も
恵

ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
地
の
利
を
生
か
し
て
、
米
・
麦
、
施
設
園
芸
を
中
心

と
し
た
農
業
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
製
造
業
が
盛
ん
で
、
製
造

品
出
荷
額
等
は
１
兆
円
を
超
え
て
お
り
、
北
関
東
５
位
、
県
内
２

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
伝
統
織
物
「
伊
勢
崎
銘
仙
」
で
知
ら
れ
、
繊
維
産
業

等
の
軽
工
業
が
産
業
の
中
心
で
し
た
が
、
日
本
の
産
業
構
造
の
変

化
に
伴
い
、
繊
維
産
業
を
支
え
た
優
れ
た
製
造
技
術
を
基
盤
と
し

て
、
機
械
器
具
製
造
業
を
は
じ
め
と
す
る
製
造
業
へ
と
柔
軟
に
産

業
構
造
を
転
換
し
、
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

世
界
遺
産
「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」
の
構
成
資
産
の

一
つ
で
あ
り
、
良
質
な
蚕
種
（
蚕
の
卵
）
生
産
に
よ
る
養
蚕
技
術

を
確
立
し
た
「
田
島
弥
平
旧
宅
」
を
は
じ
め
、
家
族
で
気
軽
に
楽

し
め
る
華
蔵
寺
公
園
遊
園
地
や
伊
勢
崎
オ
ー
ト
レ
ー
ス
場
な
ど
、

複
数
の
観
光
資
源
を
有
し
て
い
る
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
で
も
あ
り
ま

す
。本

市
は
令
和
７
年
８
月
５
日
、
国
内
で
過
去
最
高
の
気
温
と
な

る
４１
・
８
度
を
観
測
し
、「
日
本
一
暑
い
ま
ち
」
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
特
有
の
暑
さ
か
ら
市
民
の
皆
さ
ま
を
守
る
た
め
に
、

行
政
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
暑
さ
対
策
を
推
進
し
、「
日
本
一
暑
さ

に
強
い
ま
ち
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
の
取
り
組
み
と

し
て
、
行
政
の
施
策
と
市
民
に
役
立
つ
情
報
を
ま
と
め
た
「
暑
さ

対
策
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
民
間
企
業
等
が
持
つ
暑
さ
対
策
の
ア
イ
デ
ア
や
ノ
ウ
ハ

ウ
と
行
政
と
が
連
携
す
る
官
民
共
創
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｃ
ｏ
ｏ
ｌ　

ｄ
ｏ
ｗ
ｎ
（
ク
ー
ル
・
ダ
ウ
ン
）
い
せ
さ
き
」
を
開
始
し
、
暑
さ

を
楽
し
み
に
変
え
る
激
辛
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
熱
中
症
対
策
と

し
て
公
共
施
設
へ
の
遮
熱
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
テ
ス
ト
施
工
な
ど
、

官
民
が
一
体
と
な
っ
て
暑
さ
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

一
方
で
、住
み
や
す
い
地
勢
的
環
境
や
産
業
構
造
が
相
ま
っ
て
、

人
口
２１
万
人
の
本
市
に
は
１
万
６
０
０
０
人
以
上
の
外
国
籍
の

方
々
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
６０
を
超
え
る
国
や
地
域
に
ル
ー
ツ
を

持
つ
人
々
が
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
が
本
市
の
特
徴
で
あ
り
、
国
籍

や
言
語
、
文
化
的
背
景
等
の
異
な
る
市
民
が
互
い
の
違
い
を
認
め

合
い
、
共
に
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
多
文
化
共
生
社
会

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
令
和
６
年

度
に
は
内
閣
府
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
及
び
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

モ
デ
ル
事
業
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

多
文
化
共
生
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
令
和
７

年
１１
月
に
は
、
外
国
籍
住
民
と
地
域
住
民
が
交
流
し
、
互
い
の
文

化
を
尊
重
し
な
が
ら
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
向
け
た
拠
点
と

し
て
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る
と
と
も
に
、
令
和
８
年

５
月
に
は
、
多
言
語
通
訳
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
た
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
を
新
た
に
運
用
し
、
円
滑
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
相
互
理

解
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

令
和
７
年
４
月
に
策
定
し
た
第
３
次
伊
勢
崎
市
総
合
計
画
で

は
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
「
え
が
お
咲
く
未
来
へ　

持
続
可
能
な
共

生
都
市　

い
せ
さ
き
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
本
市
に

暮
ら
す
誰
も
が
幸
せ
の
笑
顔
を
咲
か
せ
、
幸
福
で
満
た
さ
れ
て
い

る
ま
ち
を
目
指
す
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
、
当
事
者
の
声
を
聞
き
、

良
質
な
情
報
を
提
供
し
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
、
す
べ
て
の
地
域
、
多

様
な
立
場
の
皆
さ
ま
と
共
に
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、
未
来
へ

咲
き
誇
る
伊
勢
崎
市
を
創
生
し
て
ま
い
り
ま
す
。

行政と市民が手を取り合う、
「誰一人取り残さない」共生のまちづくり

群馬県伊勢崎市 臂　泰雄
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中野区

東
京
都

331

█グルメフェスの数々
四季の森公園と、隣接する中野セントラルパークでは様々
なイベントが開催される。春の四川フェスや秋の羊フェス
タは特に人気のグルメイベント

█中野駅前大盆踊り大会
ボン・ジョビの歌で踊ることで有名な「中野駅前大盆踊り大会」
はボン・ジョビ本人からコメントも届くなどSNSで話題に

█サブカルチャー
「サブカルの聖地」と名高い中野ブロードウェイ
には、まんだらけやポップアーティスト、村上
隆さんが率いる「カイカイキキ」がプロデュー
スする店も

█犬屋敷の歴史
生
しょうるいあわ
類憐れみの令で知られる「犬屋敷」の

跡地にある区役所そばには、犬の銅像が
設置されている

█中野通りの桜
中野駅北口から新井
薬師を抜けて新青梅
街道まで桜並木が続
く。新井のさくら祭
りと連動して、近年
は桜のライトアップ
も実施

中野区は都心にありながら、商店街や個人経営の店が多い街です。便利な立地と親しみや
すい雰囲気から、芸人やアーティストをはじめとする若者が集い、数々の才能を育んで

きました。さまざまな価値観を受け入れる多様性にも富み、文化や流行の「発祥の地」とし
ても知られています。その代表例がつけ麺で、区内には多くの人気店があります。近年は中
野ブロードウェイを目当てに多くの外国人が訪れるほか、外国人が営む飲食店も100店以上
あり、世界の料理を楽しめる国際色豊かなエリアへと発展しています。

また、江戸時代には徳川綱吉が設けた「犬屋敷」が置かれた歴史ある土地で、その
跡地は現在「中野四季の都市」として整備され、盆踊りやグルメイベントを開催する
交流拠点となっています。さらに中野通りには、約300本の桜が並び、春にはライト
アップを楽しむ多くの人でにぎわいます。
歴史や文化、新しい魅力が溶け合い、多様な個性を温かく迎え入れる中野には、訪

れるたびに新たな発見があります。

█つけ麺マップ
中野区観光協会が 2023年に発行した
「つけ麺マップ」は区内全域を網羅。
中野「大勝軒」の賄いからつけ麺が誕
生したといわれている

█中野区エスニックマップ
中野区内で楽しめる世界各国の料理や
文化を紹介した「中野エスニックマッ
プ」。外国人・日本人を問わず、多様な
ルーツを持つ店を取材し発行された

個性と文化が育つ街　中野区




